
片側が崩落した国道４０４号線（東谷地内）
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住民基本台帳人口（９月末日現在） 

町 の 人 口 

前月比 

4，047　－４ 
14，438　－４ 
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7，483　－１ 

（10月末日現在） 

前月比 

世　帯　数 
人　　　口 
　　　　男 
内　訳 
　　　　女 

�����

����

�

������

 主な内容
中越地震…………………………………………２
被災者の皆様へ…………………………………４
除雪作業にご協力を……………………………６
水道水質検査結果………………………………９
ふるさと越路会創立１０周年記念秋まつり……１２
体育施設のご利用について……………………１５

※この広報は、中越地震の発生で発行できな
かった１１月号でお知らせするはずの内容を含ん
でおります。ご理解をお願いします。
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URL　http://www.town.koshiji.niigata.jp　　　E-mail　soumu@town.koshiji.niigata.jp
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新潟県中越地震新潟県中越地震
町内に大きな被害町内に大きな被害町内に大きな被害
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１０月２３日午後６時３０分　余震がまだ続き、家屋等
の倒壊が心配されるため、全町民を対象に避難勧
告を発令
１０月２５日午後３時００分　住宅の裏山が崖くずれを
起こし危険な状態で、今後降雨が予想されるため
に、西谷地内３世帯に避難指示を発令
１０月２７日午前１１時５０分　岩田神社内の舞台が震度
５強の地震により柱の折れ、土台のづれ、地面の
陥没亀裂により、下の住宅に崩れ落ちる危険があ
るため、岩田地区住民７世帯に避難指示を発令
１０月２８日午前１１時００分　西谷八幡神社下の崖が崩
落する危険があるため、西谷地区住民５世帯に避
難指示を発令
１１月３日午後０時００分　西谷地区住民８世帯、岩
田地区住民７世帯に対し、応急手当が済み２次災
害の恐れが少なくなったため、避難指示解除（避
難勧告は継続）
１１月３日午後０時００分 余震の回数も減少し、１０月
２３日の地震による被害が比較的軽く、２次災害も
小さいものと判断し、岩野、釜ケ島、浦、神谷、
中島、篠花、飯島、西野、中沢、来迎寺地区の避
難勧告解除
１１月４日午前１０時３９分　住宅の裏山崩落の恐れが
あるため東谷地区住民１世帯に避難指示を発令
１１月１１日午後０時００分　沢下条の一部、飯塚の一
部、中島、十楽寺地区の避難勧告解除
１１月１１日午後６時３０分　東谷地区住民１世帯に対
し、応急手当が済み２次災害の恐れが少なくなっ
たため、避難指示解除（避難勧告は継続）
１１月１４日午後０時００分　沢下条の一部、飯塚の一
部、不動沢、西谷の一部、塚野山、千谷沢地区の
避難勧告解除
１１月１６日午後０時００分　小坂橋下流のブロック積
擁壁に亀裂が入ったため、塚野山地区住民１世帯
に避難勧告
１１月１６日午後０時００分　朝日の一部、岩田の一部、
東谷の一部、西谷の一部地区避難勧告解除

発令された避難勧告等（地震発生～１１月２０日）

長谷川邸は
基礎や壁が
大きな被害
を受け休館
中（写真は
井籠蔵）

大きな亀裂が生じ
た特別教室棟１階
廊下の柱（各棟と
も柱・壁に亀裂が
入り立入禁止の越
路中）

岩田地内、下水道
のマンホールが隆
起した

浦地内の河川公園
多目的広場の液状
化現象

崩落し寸断された岩田地内の越路原へ通じる町道

住宅の裏山が崩れ危険のため避難指示が出された西谷地区
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衣
類
、
毛
布
を
は
じ
め
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
や
お
む
つ
な
ど
様
々
な
救

援
物
資
が
次
々
と
当
町
へ
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
家
屋
の
応
急
危
険
度

判
定
調
査
や
各
被
害
調
査
、ガ
ス
・

上
水
道
の
復
旧
、
ゴ
ミ
の
収
集
等

に
つ
い
て
も
県
内
外
の
多
く
の
皆

様
よ
り
協
力
を
い
た
だ
き
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
道
路
や
各
施

設
、
住
宅
、
農
地
の
本
格
的
な
復

旧
を
行
う
ま
で
に
は
相
当
の
時
間

を
要
し
ま
す
。
今
後
も
人
命
の
保

護
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
国
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
町
の
医
療
支
援
要
請
に
対
し

て
、
い
ち
早
く
徳
州
会
災
害
医
療

協
力
隊
が
支
援
、　

月　

日
か
ら

１０

２５

救
援
体
制
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
初
は
役
場
と
こ
し
じ
西

小
学
校
に
お
い
て　

時
間
体
制
で

２４

対
応
、
他
の
避
難
所
へ
は
巡
回
診

療
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
神
奈
川
県
と
島
根
県
の
医

療
チ
ー
ム
か
ら
も
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
延
べ
７
５
２
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
（　

月
１１

　

日
現
在
）
か
ら
協
力
を
い
た
だ

２０き
、
役
場
で
の
救
援
物
資
の
受
け

入
れ
や
仕
分
け
作
業
、
避
難
所
で

の
見
回
り
や
食
事
の
配
給
・
掃
除
、

被
災
家
屋
内
の
片
付
け
、
看
護
師

さ
ん
か
ら
各
避
難
所
で
の
健
康
相

談
等
を
行
っ
て
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
全
国
か
ら
、
食
料
、
水
、

難
所
を
設
置
し
ま
し
た
。　

日
は
、

２３

自
主
避
難
所
も
含
め
て　

施
設
で

１１

１
、
３
３
５
人
の
方
々
が
避
難
所

で
一
夜
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て　

月　

日
午
前
１
時
、

１０

２４

自
衛
隊
の
出
動
を
要
請
し
、
給
水

車
に
よ
る
給
水
活
動
、
避
難
所
へ

の
炊
き
出
し
、
車
中
泊
者
へ
宿
泊

用
テ
ン
ト
の
設
置
。　

月　

日
か

１０

２７

ら
は
、
不
動
沢
の
成
出
グ
ラ
ウ
ン

ド
内
に
仮
設
風
呂
を
設
置
し
、
１

日
で
８
０
０
人
を
越
す
方
々
が
利

用
し
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
、
被
災

者
へ
の
食
糧
や
水
等
の
運
搬
は
消

防
団
員
や
各
区
・
町
内
会
か
ら

行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
地
域
と
の

連
携
に
助
け
ら
れ
ス
ム
ー
ス
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
午
後
５
時　

分
に
震

１０

２３

５６

度
６
強
の
激
し
い
揺
れ
が
当
町
を

襲
い
ま
し
た
。
町
で
は
、
そ
の
後

も
立
て
続
い
て
震
度
５
を
超
え
る

余
震
が
発
生
し
、
家
屋
等
の
倒
壊

が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
午
後
６
時

　

分
に
全
町
に
避
難
勧
告
を
発
令

３０し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
町
内
の
道

路
の
至
る
所
で
亀
裂
、
陥
没
、
崩

落
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
隆
起
等
が
発

生
、
国
道
、
県
道
、
町
道
が
寸
断

さ
れ
通
行
不
能
の
箇
所
が
多
く
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
屋
が
傾

い
た
り
壁
が
落
ち
た
り
屋
根
が
破

損
す
る
な
ど
住
宅
に
も
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

震
発
生
時
に
全
世
帯
で
停
電
、
漏

水
や
ガ
ス
漏
れ
に
よ
り
水
道
や
ガ

ス
の
供
給
を
停
止
し
ま
し
た
。
ま

た
、
電
話
も
か
か
り
に
く
い
状
況

に
な
る
な
ど
不
安
な
状
況
が
続
き

ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
、
こ
の
地
震
を
「
平

成　

年
新
潟
県
中
越
地
震
」
と
命

１６
名
し
ま
し
た
。

　

町
対
策
本
部
で
は
、
余
震
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
施
設
の

耐
震
構
造
を
考
慮
し
た
う
え
で
避

地震により飴のように曲がったＪＲ信越本線のレール（塚野山地内）

不動沢成出グラウンド内の自衛隊設置の仮設
入浴施設

救急車が待機、２４時間体制で医療支援を
行っていただきました

１１月８日、町内の小中学校、保育園が再開
しました（写真は来迎寺保育園）

１0月23日、中越を中心に大地震１0月23日、中越を中心に大地震

越路町を襲った！震度6強越路町を襲った！震度6強

人的被害（１１月２０日現在）　　　　単位：人
軽症重症行方不明死者
８８０００

住家被害（１１月２０日現在）　　　　単位：棟
一部損壊半壊大規模半壊全壊
１,１２３２８９６３１１７

※住宅被害調査が４８％の進行状況の数値です。

　

月　

日

１０

２３

災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
る
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り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
が
長

引
く
方
は
、
こ
こ
ろ
が
ケ
ガ
を
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
人
の
症
状　

眠
れ
な
い
、
イ
ラ

イ
ラ
す
る
、
人
と
話
す
気
に
な
ら

な
い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
な
ど

子
ど
も
の
症
状　

突
然
不
安
に
な

る
、興
奮
す
る
、お
び
え
る
、落
ち
着

き
が
な
い
、無
表
情
に
な
る
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
心
配
な
場

合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

受
付
時
間　

毎
日　

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後　

時
１０

▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０

―
９
１
３
―
６
０
０
▼
専
用
電
話

　

０
２
５
―
２
８
１
―
５
７
７
３

策
な
ど
に
つ
い
て
、「
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
の
か
知
り
た
い
」、「
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」、「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

な
ん
で
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

―
秘
密
厳
守
・
無
料
―

●
利
用
方
法　

別
表
の
と
お
り

●
期
間　
　

月　

日
頃
ま
で
を
予

１２

２８

定　
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
も
開
設
）

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

（
こ
の
時
間
以
外
は
、留
守
番
電
話

に
よ
る
対
応
）

●
相
談
の
内
容

　

思
い
が
け
な
い
震
災
で
お
困
り

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
な
ん
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
、
▼
免
許
証
の
更
新
、

車
検
の
延
長
手
続
き
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
▼
失
業
保
険
を
受
給

し
た
い
が
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い

▼
自
宅
の
権
利
証
、
健
康
保
険
証
、

年
金
証
書
を
紛
失
し
た
が
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
：
：
な
ど

　

直
接
お
答
え
で
き
な
い
場
合
は
、

関
係
す
る
窓
口
の
連
絡
先
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

大
き
な
震
災
や
長
引
く
余
震
に

よ
っ
て
大
人
も
子
ど
も
も
、
こ
こ

ろ
に
傷
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
あ

　

総
務
省
新
潟
行
政
評
価
事
務
所

は
、「
平
成　

年
新
潟
県
中
越
地

１６

震
」
の
被
災
者
に
対
す
る
支
援
策

の
一
環
と
し
て
、
同
事
務
所
内
に
、

「
震
災
特
設
行
政
相
談
所
」を
開
設

し
、
被
災
者
か
ら
の
各
種
の
相
談
、

問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
す
る
場
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

国
の
行
政
機
関
や
特
殊
法
人
等

に
お
け
る
被
災
者
に
対
す
る
支
援

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
の
ご
案
内

「
中
越
地
震
」
被
災
者
の
た

め
の
震
災
特
設
行
政
相
談

所
の
開
設
に
つ
い
て

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
家

屋
の
損
壊
、
道
路
の
亀
裂
や

陥
没
、
が
け
崩
れ
が
多
数
発

生
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
強
い
余
震
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
損
傷
し

て
い
る
家
屋
の
倒
壊
や
が
け

崩
れ
、
道
路
の
陥
没
な
ど
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
厳
重

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

越
路
町
災
害
対
策
本
部

　

役
場
２
階

　

蕁　

―
３
１
１
１

９２

今
後
も
、
強
い
余
震
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

受付期間　１２月３０日貅まで
■北越銀行来迎寺支店
　口座名義：越路町中越地震救援募金口座
　口座番号：（普通）３１３４０１
　手数料：同行本支店からの振込みは無料
■郵便局
　口座名義：越路町中越地震救援募金
　口座番号：００５１０－０－１２１１
　手数料：無料
■問合せ　出納室　蕁９２－５９０８

義援金の受付

地震災害に便乗した悪質商法にご注意！
●訪問販売・電話勧誘を受けたら…
　「耐震診断に来ました」「何か困っていること
はありませんか」などと、あたかも無料で行う
サービスのように近づき、後で法外な料金を請
求する業者もありますので、その場ですぐ契約
せずに、慎重に検討しましょう。「このままで
は次に地震が来たら倒壊する」などと不安をあ
おったり、「今日契約すれば半額にする」などと、
契約を急がせる業者は要注意です。
●被災した家屋の修繕などを業者に依頼する場合は…
　親戚、友人、知人などに相談し、信用のおけ
る業者を選びましょう。また、できるだけ複数
の業者から見積りを取り、妥当な価格かどうか
確認しましょう。「市から頼まれています」「消
防署の方から来ました」など、役所を名乗る電
話勧誘や訪問販売も予想されますので注意しま
しょう。契約する場合には、契約書や領収書を
必ず受け取り保管しておきましょう。電気・ガ
ス・水道・電話設備の点検などについても同様
です。
●もしトラブルに巻き込まれてしまったら…
　訪問販売や電話勧誘での契約は、８日以内な
ら多くの場合クーリング・オフすることができ
ます。（事業所の場合はクーリング・オフがで
きないことが多いので一層の注意が必要です）
お困りの場合は、早めにお住まいの市町村の消
費者相談窓口又は県消費生活センターへ相談し
ましょう。（事業所の場合は所在地の商工団体に
ご相談ください）

【新潟県消費生活センター被災地専用相談電話】
　受付時間　毎日　午前９時～午後１０時
　専用電話　０２５－２８１－５５１５

０１２０－８４４１１０（震災行政相談専用フリーダイヤル）
０５７０－０９０１１０（常設の行政相談専用電話、要通話料）電 話

０２５－２２４－５８３９ファックス

総務省ホームページ
http://www.soumu.go.jp/hyouka/tizu.htmインターネット

総務省新潟行政評価事務所行政相談課宛
　１１０niigata@soumu.go.jp電子メール

「お手紙でどうぞ　行政困りごと相談」
普通郵便局に用意している相談申出用紙・封筒をご利用ください。郵 便

総務省新潟行政評価事務所内震災特設行政相談所
新潟市西大畑町５１９１番地　新潟地方合同庁舎３階窓 口

震災特設行政相談所利用方法
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首
都
圏
等
の
公
共
賃
貸
住
宅
（
公

営
、
都
市
再
生
機
構
、
住
宅
供
給

公
社
）、
民
間
賃
貸
住
宅
、
応
急
仮

設
住
宅
等
、
空
家
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
空
家
情

報
提
供
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０
―

９
７
１
５
８
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の

権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
今
般
、
新
潟
県
中
越
地

震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
、
特
定

非
常
災
害
と
し
て
指
定
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
災
害
に
対
し
、
行
政

上
の
権
利
利
益
の
満
了
日
の
延
長

等
の
措
置
を
適
用
す
る
と
し
た
政

令
が　

月　

日
に
閣
議
決
定
さ
れ

１１

１２

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
運
転
の

免
許
の
よ
う
な
有
効
期
限
の
つ
い

た
許
認
可
等
の
行
政
上
の
権
利
利

益
に
つ
い
て
、
有
効
期
限
を
一
定
程

度
延
長
（
最
大
で
平
成　

年
３
月

１７

　

日
ま
で
）
す
る
こ
と
が
可
能
と

３１な
り
ま
す
。
延
長
措
置
を
講
じ
る

具
体
的
な
行
政
上
の
権
利
利
益
等

に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
が
告
示
に
よ

り
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
の
現
況
届
の
提
出

期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す

　
「
現
況
届
」
の
提
出
に
つ
い
て
、

誕
生
日
が　

月
１
日
か
ら　

月　

１０

１２

３１

日
ま
で
の
間
に
あ
る
方
は
、
平
成

　

年
１
月
末
ま
で
提
出
期
限
が
延

１７長
さ
れ
ま
す
。
※　

月
期
及
び
来

１２

年
２
月
期
の
年
金
に
つ
い
て
は
お

支
払
い
い
た
し
ま
す
。
▼
問
合
せ

　

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
蕁　

―
３６

５
１
４
１
又
は
町
民
課
国
保
年
金

係
蕁　

―
５
９
０
５

９２

　

地
震
で
被
災
し
た
所
定
の
要
件

に
合
致
す
る
世
帯
に
対
し
、
当
座

の
生
活
費
に
つ
い
て
資
金
の
貸
付

け
（
貸
付
限
度
額
は
原
則　

万
円

１０

以
内
）
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
資

金
課
担
当
（
蕁
０
２
５
―
２
８
１

―
５
５
２
２
）
又
は
新
潟
県
福
祉

保
健
課
保
護
係
（
蕁
０
２
５
―
２

８
０
―
５
１
７
９
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
▼
相
談
受
付
窓

口　

越
路
町
社
会
福
祉
協
議
会　

蕁　

―
４
６
５
６

９２

　

住
宅
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

に
対
し
て
、
新
潟
県
内
、
隣
接
県
、

産
税
係　

蕁　

―
５
９
０
７

９２

●
保
険
証
（
被
保
険
者
証
等
）
が

な
く
て
も
受
診
で
き
ま
す

　

被
災
に
よ
り
被
保
険
者
証
、
健

康
手
帳
等
を
紛
失
し
た
り
、
家
屋

に
残
し
た
ま
ま
避
難
し
た
り
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
に

受
診
す
る
際
に
提
示
で
き
な
い
場

合
に
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
被

用
者
保
険
等
に
あ
っ
て
は
事
業
所

名
、
国
保
の
被
保
険
者
及
び
老
人

医
療
受
給
対
象
者
に
あ
っ
て
は
住

所
を
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な
く
医

療
機
関
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
の
加
入
者
の
方
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
ま
す

　

被
災
し
た
国
民
年
金
の
加
入
者

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
平
成　

年
９
月
か
ら
平
成

１６

　

年
６
月
（
学
生
納
付
特
例
制
度

１７に
つ
い
て
は
平
成　

年
３
月
）
ま

１７

で
の
必
要
と
認
め
ら
れ
る
月
ま
で

の
保
険
料
が
申
請
に
よ
り
免
除
さ

れ
ま
す
。
※
手
続
時
で
の
年
金
手

帳
の
提
出
は
不
要
で
す
。

●
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
等
の

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

　

被
災
し
た
事
業
所
等
に
つ
き
ま

し
て
、
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で

せ　

長
岡
地
域
振
興
局
県
税
部　

蕁　

―
２
５
０
４

３８
町
税　

個
人
町
民
税
・
固
定
資
産

税
（
都
市
計
画
税
）・
国
保
料
・
介

護
保
険
料
等
▼
問
合
せ　

税
務
課

　

蕁　

―
５
９
０
７

９２

　
「
り
災
証
明
書
」
は
、
住
宅
な
ど

の
建
物
が
地
震
の
被
害
に
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　

生
活
再
建
支
援
の
申
請
、
各
種

の
融
資
の
申
請
、
損
害
保
険
の
支

払
請
求
な
ど
に
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
申
請
で

必
要
な
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

税
務
課　

蕁　

―
５

９２

９
０
７

　

家
屋
の
全
部
又
は
、
一
部
を
壊

さ
れ
た
方
は
滅
失
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
届
出
用
紙
は
税
務
課

に
あ
り
ま
す
。
印
鑑
持
参
の
う
え

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、家
屋（
基
礎
が
固
定
さ
れ

た
家
屋
に
限
る
）の
新
築
・
増
築
を

さ
れ
た
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
イ
ナ
バ
、
カ
ク
イ
チ
等
の
既

製
品
の
車
庫
・
物
置
も
含
み
ま
す
。

な
お
、新
築
・
増
築
の
面
積
の
多
少

に
関
わ
ら
ず
、
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
▼
問
合
せ　

税
務
課
資

　

こ
の
度
の
災
害
に
際
し
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
地
震
災
害
に
関
連
し

特
例
措
置
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
納
税
等
の
期
限
の
延
長

　
　

月　

日
以
降
期
限
が
到
来
す

１０

２３

る
町
税
・
県
税
・
国
税
等
の
申
告
や

申
請
、
納
税
等
の
納
期
限
が
延
長

さ
れ
て
い
ま
す
。
延
長
後
の
期
限
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
余
震
の
状
況
や

復
旧
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
別
途

定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
税
の
軽
減
（
減
免
）

　

税
の
種
類
に
よ
り
軽
減（
減
免
）

の
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
納
税
の
猶
予

　

災
害
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
場

合
、
一
時
に
納
税
が
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
に
納
税
の
猶
予

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
税
等
の
種
類

国
税　

所
得
税
・
法
人
税
・
源
泉

所
得
税
等
▼
問
合
せ　

長
岡
税
務

署　

蕁　

―
２
０
７
０

３５

県
税　

個
人
事
業
税
・
不
動
産
取

得
税
・
自
動
車
取
得
税
等
▼
問
合

「
新
潟
県
中
越
地
震
」に
対

す
る
町
税
・
県
税
・
国
税

等
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

「
家
屋
を
壊
し
た
」「
新
築
・
増

築
を
し
た
」場
合
は
届
出
を

り
災
証
明
の
発
行

社
会
保
険
か
ら
お
知
ら
せ

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

被
災
者
の
た
め
の
空
家
情
報

中
越
地
震
に
お
い
て
適
用
さ

れ
る
「
行
政
上
の
権
利
利
益

に
係
る
満
了
日
の
延
長
に
関

す
る
措
置
」
に
つ
い
て

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
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六
市
町
村
長
を
代
表
し
て
、
森

長
岡
市
長
が
「
よ
う
や
く
こ
こ
ま

で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
、
県

知
事
に
合
併
申
請
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

県
知
事
は
「
皆
さ
ま
の
こ
れ
ま

で
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
の
手
続
を
き
ち
ん
と
や
り
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
こ
の
申
請
を
受
け
て
、

十
二
月
の
新
潟
県
議
会
定
例
会
に

長
岡
地
域
六
市
町
村
の
合
併
議
案

が
提
案
さ
れ
、
そ
の
議
決
を
経
て

県
知
事
が
合
併
の
決
定
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
県
知
事
か
ら
総
務
大

臣
へ
六
市
町
村
の
合
併
の
届
出
が

行
わ
れ
、
総
務
大
臣
に
よ
る
法
令

公
布
の
機
関
紙
で
あ
る
「
官
報
」

へ
の
告
示
を
経
て
、
平
成
十
七
年

四
月
一
日
の
合
併
が
法
的
に
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

長
岡
地
域
六
市
町
村
で
の
廃
置
分
合
の
議
会
議
決
を
受
け
て
、
十
月

十
三
日
貉
、
越
路
町
、
長
岡
市
、
中
之
島
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
、

小
国
町
の
市
町
村
長
が
県
庁
を
訪
れ
、
新
潟
県
知
事
に
六
市
町
村
の
合

併
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

■
受
付
期
間　

平
成　

年　

月　

１６

１２

２０

日
豺
〜
平
成　

年
２
月
４
日
貊

１７

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時

■
問
い
合
わ
せ　

越
路
町
総
務
課

管
財
係　

蕁　

―
５
９
０
１

９２

※
詳
し
く
は
、
長
岡
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.city
.n
ag
aok
a.

 
   
    
 
 
     
  
  
   
  

n
iig
ata.jp

 
   
      

内
の
契
約
検
査
課
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医
療
費
を
大
切
に
使
う
た
め
に

「
か
か
り
つ
け
医
（
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
）」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

①
か
ら
だ
の
調
子
が
悪
い
と
き
は

「
最
初
は
こ
こ
の
お
医
者
さ
ん
」と

言
え
る
よ
う
な
、
家
族
全
員
の
健

康
状
態
を
知
っ
て
い
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

す
る
た
め
に
定
期
的
に
健
康
診
断

を
受
け
て
、「
か
か
り
つ
け
医
」
に

報
告
し
ま
し
ょ
う
。

③
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
信
頼
し
、

指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
課
国
保
年
金

係　

蕁　

―
５
９
０
５

９２

名
刺
交
換
会
の
実
施
に
つ
い
て

　

恒
例
の
新
年
名
刺
交
換
会
を

行
い
ま
す
。
町
民
の
方
は
、
ど

な
た
で
も
出
席
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
次
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

町
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
、
功

労
者
表
彰
、
立
食
に
よ
る
祝
賀

会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

平
成　

年
１
月
７
日
貊

１６

会
場　

越
路
町
商
工
会
館

会
費　

５
０
０
円

申
込　
　

月　

日
ま
で
、
役
場

１２

１６

総
務
課
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
蕁　

―
５
９
０
１

９２

六
市
町
村
長
が
県
知
事
に

　
　
　

合
併
申
請
書
を
提
出

十
二
月
県
議
会
で
審
議

市町村合併情報　Vol.３６

国
民
健
康
保
険

建
設
工
事
、
物
品
の
納
入
等
の
入

札
参
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

越
路
町
は
、
平
成　

年
４
月
１

１７

日
を
以
っ
て
長
岡
市
と
合
併
し
ま

す
。
長
岡
市
の
発
注
す
る
各
種
建

設
工
事
や
物
品
等
の
指
名
競
争
入

札
お
よ
び
随
意
契
約
の
協
議
に
参

加
す
る
た
め
に
は
資
格
審
査
申
請

が
必
要
で
す
。
参
加
を
希
望
す
る

事
業
者
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申請方法登録年度区　分

市指定様式申
請書を郵送ま
たは持参

平成１７・１８年度

建設工事

測量・建設コ
ンサルタント
等

物品の販売・
賃貸・売却・
製造（印刷）

平成１7年4月１日から　住所表示が変わります
現　在　　新潟県　三島郡越路町大字　来迎寺〇〇番地

合併後　　新潟県　長岡市　来迎寺〇〇番地

※「大字中沢」「大字中島」は町名が重複するため、「長岡市越路中沢」「長岡市越路中島」となります。

　法的に合併が決定するのは、県知
事が総務大臣に合併の届出をし、「官
報」に告示されてから（来年１月の
見込み）になります。

（例）
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冬
期
間
の
事
故
防
止

次
の
こ
と
に　
　
　

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
度
の
中
越
地
震
で
、
道
路

や
消
雪
パ
イ
プ
施
設
に
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
復
旧
に
つ
い

て
は
効
率
的
な
除
雪
が
で
き
る
よ

う
進
め
て
お
り
ま
す
。
降
雪
期
を

目
前
に
控
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

消
雪
パ
イ
プ
の
破
損
が
著
し
い
路

線
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
仮
復

旧
を
し
ま
す
が
、
機
械
除
雪
に
切

り
替
え
せ
ざ
る
を
得
な
い
路
線
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
年
の
道
路
除
雪
計
画
で
は
、

国
や
県
の
除
雪
対
策
機
関
と
密
接

な
連
携
を
と
り
、
生
活
道
路
の
確

保
に
万
全
な
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
除
雪
延
長
は
１
２
２
・

６
袰
、
消
雪
パ
イ
プ
布
設
延
長
は

　

・
０
袰
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８７
　

降
雪
時
は
、
主
要
除
雪
機
械
の

ロ
ー
タ
リ
ー
車
３
台
、
タ
イ
ヤ

ド
ー
ザ
ー
７
台
、
歩
道
除
雪
車
２

台
、
凍
結
剤
散
布
車
１
台
の
計　
１３

台
を
稼
動
さ
せ
る
ほ
か
、
降
雪
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
借
上

車
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

降
雪
体
制
は
、
主
要
路
線
、
交

通
量
、
除
雪
可
能
度
等
を
勘
案
し

て
、
１
種
、
２
種
除
雪
路
線
に
区

分
し
、
降
雪
の
状
況
に
よ
り
１
種

路
線
優
先
で
道
路
確
保
に
努
め
ま

す
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

歩
道
除
雪
で
は
、
県
の
協
力
を

得
て
、
通
勤
、
通
学
道
路
を
重
点

に
機
械
除
雪
を
行
い
ま
す
。

除
雪
路
線
の
区
分

○
第
１
種
路
線

　

２
車
線
の
確
保
を
原
則
と
し
ま

す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

１
車
線
で
所
々
に
待
避
所
を
設
け

ま
す
。

○
第
２
種
路
線

　

１
車
線
の
確
保
を
原
則
と
し
ま

す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

や
む
を
得
ず
一
時
交
通
止
め
と
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
道
路
の
確
保
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
長
岡
地
域

振
興
局
地
域
整
備
部
等
関
係
機
関
と
地
区
代
表
者
に
よ
る
除
雪
会
議
を
行
い

町
内
道
路
の
除
雪
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
除
雪
作
業
後
の
出
入
口
等
の
手

直
し
は
各
戸
に
お
い
て
お
願
い
し

ま
す
。

■
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
か
ら

除
雪
車
に
接
近
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
路
線
に
は
自
動
車
を
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
消
火
栓
は
い
つ
で
も
ハ
ッ
キ
リ

わ
か
る
よ
う
目
印
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
除
雪

の
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
、
庭
先
等

の
雪
を
道
路
上
に
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

■
道
路
上
へ
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し

は
越
路
町
及
び
長
岡
地
域
振
興
局

地
域
整
備
部
に
連
絡
の
う
え
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
作
業
は
早
朝
ま
た
は
夜
間

作
業
が
多
い
た
め
、
作
業
に
よ
る

騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
降
雪
の
た
め
沿
道
の
樹
木
等
が

道
路
上
に
垂
れ
下
が
る
こ
と
が
交

通
の
障
害
に
な
り
ま
す
の
で
支
障

に
な
る
物
件
の
処
理
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
沿
道
の
樹
木
、

垣
根
、
塀
等
は
除
雪
前
に
補
強
し

て
く
だ
さ
い
。

■
塀
な
ど
、
雪
に
埋
も
れ
て
見
え

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
竹

ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
る
な
ど
の

目
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
道
路
上
に
消
雪
用
ホ
ー
ス
等
が

あ
り
ま
す
と
、
除
雪
車
が
巻
き
込

む
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
降
し
の
際
は
、
か
ん
じ
き
を

履
く
な
ど
滑
ら
な
い
た
め
の
処
置

を
と
り
、
転
落
事
故
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
家
庭
用
小
型
除
雪
車
を
使
用
す

る
場
合
に
は
、
取
扱
説
明
書
に
よ

り
巻
き
込
み
等
自
損
事
故
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
屋
根
雪
の
落
下
に
よ
る
事
故
防

止
の
た
め
、
軒
下
で
の
除
雪
作
業

時
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
風
呂
等
の
排
気
筒
が
は
ず
れ
て

い
た
り
、
雪
に
う
も
れ
て
い
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
、
ま
た
吸
気
口

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
点
検

を
し
て
く
だ
さ
い
。

除雪作業にご協力を！

消雪パイプは昼間2時間休みます。

　ほとんどの消雪パイプ用井戸は、東北
電力との契約により、毎日次の時間帯は
運転を休みます。

　　午後2時～午後3時

　　午後4時～午後5時

12

6

9

2

3

4

5

午後 

除雪作業に関する問い合わせ先
●町道
　役場建設課　蕁92－5904
●県道・町内の国道
　長岡地域振興局地域整備部
　　　　　　　　　蕁38－2621
　　　　　（夜間）　蕁38－2501
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水水 道道

　越路町の水道は、越路原を境に東部地区と西部地区に分かれており、東
部地区は井戸水を水源として越路町水道が、西部地区は渋海川を水源とし
て小国町越路町水道企業団がそれぞれ独立採算方式で給水を行っています。
　河川を水源とした水道は、凝集、沈澱、ろ過等をしてから塩素で消毒を
行いますが、越路町の水道は、地中における砂や砂利による自然ろ過を経
た井戸水を水源としているので塩素を注入するだけで供給しています。
　水道水の消毒は飲料水の安全を確保するために、水中の病原生物を完全
に消毒するとともに配給水管の不測の汚染を防止する目的があり、水道法
で衛生上必要な措置として塩素による水の消毒が義務づけられています。
　町の水道の水質を皆様から広く知っていただくため、検査義務のある水
質基準５０項目についての検査結果をお知らせいたします。
　なお、小国町越路町水道企業団の水質検査結果は水道広報にて公表され

基準50項目検 査 種 別

検

体

上水道検 水 種 別

越路町上水道（企業課１階流し）採 水 場 所

検査期日　平成16年９月９日～平成16年10月15日検査機関採 水 者

水温　　　　　24℃気温　　　　　　　℃平成16年９月９日　15：05採 水 日 時

採水時残留塩素（褂/褄）　 0．2前日天候当日天候　晴れ天 候 等

水 質 基 準検 査 成 績検 査 項 目水 質 基 準検 査 成 績検 査 項 目

０.００２褂/褄以下０.０００２未満四 塩 化 炭 素１裨中１００以下０一 般 細 菌

０.０２褂/褄以下０.００２未満１,１- ジ ク ロロエチレン検出されないこと検出しない大 腸 菌

０.０４褂/褄以下０.００４未満シス-１,２- ジクロロエチレン２００褂/褄以下１２塩 化 物 イ オ ン

０.０２褂/褄以下０.００２未満ジ ク ロ ロ メ タ ン１０褂/褄以下０.２未満有 機 物 等

０.０１褂/褄以下０.００１未満テト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン５.８～８.６７.０p H 値

０.０３褂/褄以下０.００１未満トリクロロエチレン異常でないこと異常なし味

０.０１褂/褄以下０.００１未満ベ ン ゼ ン異常でないこと異常なし臭 気

０.０１褂/褄以下０.００１未満カドミウム及びその化合物５度以下１色 度

０.０００５褂/褄以下０.００００５未満水銀及びその化合物２度以下０.１未満濁 度

０.０１褂/褄以下０.００１未満セレ ン 及 び そ の 化 合 物１０褂/褄以下１.０硝酸態及び亜硝酸態窒素

０.０１褂/褄以下０.００１未満鉛及びその化合物０.３褂/褄以下０.０３未満鉄及びその化合物

０.０１褂/褄以下０.００１未満ヒ素及びその化合物３００褂/褄以下５９カルシウム、マグネシウム等（硬度）

０.０５褂/褄以下０.００５未満六価クロム化合物５００褂/褄以下１４０蒸 発 残 留 物

０.８褂/褄以下０.０８未満フッ 素 及 び そ の 化 合 物０.０１褂/褄以下０.００１ 未満シアン化物イオン及び塩化シアン

１.０褂/褄以下０.０１未満亜鉛及びその化合物０.０６褂/褄以下０.００１未満ク ロ ロ ホ ル ム

１.０褂/褄以下０.０１未満銅及びその化合物０.１褂/褄以下０.００１未満ジブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン

２００褂/褄以下１２ナトリウム及びその化合物０.０３褂/褄以下０.００１未満ブロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン

０.０５褂/褄以下０.００５未満マンガン及びその化合物０.０９褂/褄以下０.００１未満ブ ロ モ ホ ル ム

０.２褂/褄以下０.０２未満陰イオン界面活性剤０.１褂/褄以下０.００１未満総トリハロメタン

０.００５褂/褄以下０.０００５未満フ ェ ノ ー ル 類０.０８褂/褄以下０.００８未満ホルムアルデヒド

１.０褂/褄以下０.０２未満ホウ 素 及 び そ の 化 合 物０.０２褂/褄以下０.００２未満ク ロ ロ 酢 酸

０.２褂/褄以下０.０２未満アルミニウム及びその化合物０.０４褂/褄以下０.００４未満ジ ク ロ ロ 酢 酸

０.０５褂/褄以下０.００５未満１,４- ジ オ キサン０.２褂/褄以下０.０２未満ト リ ク ロ ロ 酢 酸

０.０２褂/褄以下０.００５未満非イオン界面活性剤０.０１褂/褄以下０.００１未満臭 素 酸

＊ ＊ ＊ ＊０.００００２褂/褄以下０.０００００２未満ジ ェ オ ス ミ ン

＊ ＊ ＊ ＊０.００００２褂/褄以下０.０００００２未満２- メチルイソボルネオール

水道法の水質基準に適合します。判 定

＊印の検査成績は不適合です。

基準値は平成１５年厚生労働省令第１０１号、検査方法は平成１５年厚生労働省告示第２６１号による。

検査成績欄の濃度単位は基準値の単位と同じ。

備 考 越路町企業課上下水道係
蕁（９２）２２４６

ています。

＊水道水の水質について＊
　水質検査の検査項目と基準は、生
涯にわたり連続的な摂取をしても人
の健康に影響が生じない安全性と、
色や濁り、臭いなど生活利用上ある
いは腐食など施設管理上障害が生じ
る恐れのないことを基準に設けられ
ています。
　この度実施した検査項目の検査成
績と水質基準を比較してみると、全
項目で基準内容を満たしており、問
題のない安全な水であるということ
を証明しています。ただ、長期間家
を留守にされたときや朝一番に使わ
れる水については、水道管の中に長
時間滞留することにより、赤水の発
生や含まれる塩素の量が少なくなっ
ている場合があります。また、一部
地区で給水管に鉛管が布設されてお
りますが、通常の使用状況では全く
問題ありません。念のため長期間留
守にされたときなどは、最初の水は
飲用や調理以外にお使いください。
　なお、給水管の一部で使用されて
いる鉛管については、配水管布設工
事や給水管修繕工事の際にポリエチ
レン管等に布設替えを行っており、
今後も継続していく予定でおります。
※水道水に関することならなんでも
結構ですのでお気軽にご相談くださ
い。

安心しておいしく飲める水を供給しています
���������	
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町の入札状況をお知らせします

落札価格請負業者名事　　業　　名年月日

６,６１５,０００円譌 平 石 設 備塚山保育園ガス本管新設工事１０．　１

１９,２１５,０００円譁 白 井 組町道７４９号線道路改良工事（塚野山）１０．　１

８,１９０,０００円譁 白 井 組町道４３５号線消雪施設工事（来迎寺）１０．　１

６,８２５,０００円譁 永 井 工 業町道４３６号線消雪施設工事（浦）１０．　１

６,３００,０００円小 川 興 業 譁町道５７８号線消雪施設工事（岩田）１０．　１

８,０８５,０００円山 闢 建 築河川公園便所改修工事１０．１２

１６,９０５,０００円譁 西 栄 建 設成出グランド整備工事１０．１５

３５,５９５,０００円譁 永 井 工 業河川多目的広場整備工事１０．１５

１５,２２５,０００円譁 金 子 建 設町道７７０号線道路改良工事（小坂）１０．２５

６,５１０,０００円譁 大 石 組町道５９１号線消雪施設工事（岩田）１０．２５

５３,５５０,０００円譁 永 井 工 業石津トレーニングセンター増築工事１１．　８

１３,０００,０００円越 後 交 通 工 業 譁来迎寺駅前地区宅地造成用地売却１１．　８

（落札価格５００万円以上）

行政相談
期日　　１２月２１日貂
時間　　午前９時～正午
場所　　越路町役場

心配ごと相談
期日　　１２月７日、１４日、２１日、２８日
　　　　（毎週火曜日）
時間　　午後１時３０分～午後４時
場所　　福祉センター

国民年金相談
期日　　１２月２１日貂
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

　

平
成　

年
第
四
回
議
会
定
例
会

１６

を　

月
７
日
貂
か
ら　

日
貊
ま
で

１２

１０

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
を
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

本
会
議
は
７
日
貂
午
前
９

時　

分
か
ら
開
会
し
、
一
般
質
問

３０
及
び
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予

算
の
審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

場
所　

越
路
町
役
場　

３
階
議
場

問
合
せ　

議
会
事
務
局　

蕁　

―
９２

５
９
０
９

　

平
成　

年
秋
頃
オ
ー
プ
ン
予
定

１７

の（
仮
称
）特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

関
原
、
中
之
島
の
開
設
等
に
伴
い

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
員　

医
師
２
名
、介

護
職
員
（
準
職
員
含
む
）　

名
、
看

３０

護
職
員　

名
、
介
護
支
援
専
門
員

２０

５
名
、理
学
・
作
業
療
法
士
・
言
語

聴
覚
士
３
名
、事
務
職
員（
準
職
員

含
む
）５
名
、施
設
管
理
職
員
１
名
、

管
理
栄
養
士
２
名
、洗
濯
・
清
掃
員

（
パ
ー
ト
職
員
）２
名

募
集
期
間　
　

月
頃
か
ら
平
成　

１２

１７

年
１
月
末
頃
ま
で

採
用
試
験　

平
成　

年
２
月
中
旬

１７

採
用
年
月
日　

平
成　

年
９
月
１

１７

日
予
定

募
集
要
項
配
布
及
び
問
合
せ　

長

岡
三
古
老
人
福
祉
会
法
人
本
部
事

務
局　

蕁　

―
２
５
０
０

２９

議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

１２月の町内巡回バス運休日
４日貍、５日豸、１１日貍、１２日豸、
１８日貍、１９日豸、２３日貅、２５日貍、
２６日豸、２９日貉、３０日貅、３１日貊

お知らせ
FMながおか ７６.４MHz

「越路町からのお知らせ」
８：００～８：０３／１７：２５～１７：２８

（月～金）

長
岡
三
古
老
人
福
祉
会
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

１２月１日より「牛肉トレーサビリティ法」が完全施行になります
　店頭で販売される牛肉（一部除く）には１０桁の個体識別番号（又
はロット番号）が表示され、その牛の種別や生年月日、飼養地など
が確認できます。
○表示対象者：販売業者、牛肉料理専門店
○個体識別番号の表示方法：販売される商品の容器・包装の見やす
い箇所、又は店舗の見やすい場所に表示されることになります。
○インターネットで牛の情報（生産履歴）を見ることができます。
　家畜改良センターのホームページ　http://www.nlbc.go.jp/
問合せ　北陸農政局新潟農政事務所地域第一課
　　　　長岡庁舎（牛トレーサビリティ係）　蕁２７－２０１１

善意をありがとうございます
　心温まる、善意の寄付金をいただき、

心から感謝申し上げます。

○９月２０日　ふるさと越路会

　　　　　会長　米山宏作　様　１０１,６８５円

○１０月１日　故　小出ユイ　様　１００,０００円

○１０月１日　故　小出ユイ　様　１２０,０００円

　　　　　　　（こしじの里へ指定寄付）

○１０月１２日　越路町商工会青年部

　　　　　部長　松井圭介　様　 １６,０００円

○１０月１２日　越路農村女性グループ

　　　　　会長　関　節子　様　　５,７３５円

○１０月２０日　浦　西脇　功　様　 ５０,０００円
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全 職 種区 分

特殊勤務 
手 当 
（１６年度）

6.5％
職員全体に占める手当支給職
員 の 割 合

12,740円
支給対象職員１人当たり平均
支 給 年 額

5　手 当 の 種 類　　（手当数）

税賦課徴収手当代 表 的 な 手 当 の 名 称

24,929千円支 給 総 額

平成１5年度

時 間 外 
勤務手当

161千円
職員１人当たり支給
年 額

19,179千円支 給 総 額

平成１4年度

126千円
職員１人当たり支給
年 額

国越 路 町区 分

（支給割合）（支給割合）

期末手当 
勤勉手当

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

0．70月分１．40月分６ 月 期0．70月分1．40月分６ 月 期

0．70月分１．60月分１２月 期0．70月分1．60月分１２月 期

1．40月分3．00月分　 計　1．40月分3．00月分　 計　

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置　有

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置　有

（支給率）（支給率）

退職手当

勧奨･定年自己都合勧奨･定年自己都合

28.0875月分21.0　月分勤続20年28.0875月分21.0　月分勤続20年

43.335月分33.75月分勤続25年43.335月分33.75月分勤続25年

60.99月分47.50月分勤続35年60.99月分47.50月分勤続35年

60.99月分60.0　月分最高限度額60.99月分60.00月分最高限度額

定年前早期退職特例措置その他の定年前早期退職特例措置その他の
（２％～２０％加算）加算措置（２％～２０％加算）加算措置

原則１号給
退職時の
特別昇給

原則１号給
退職時の
特別昇給

１人当り平均支給額（１５年度）

（自己都合）（勧奨・定年）

該当者無し　22,922千円 

１０．定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
漓　方針
・　定員適正化目標（数・率）
　定員管理については、昭和59年度から条例定数を凍結し、さらに平成
８年度には、５名減とし、さらに平成11年４月から新たな定員適正化
計画（Ｈ11～15）を策定し、事務事業の見直しや、組織・機構の見直
しなどにより省力化を進めると共に、併せて町の諸課題の実現に向け
て適正な人員配置を図り、最少の経費で最大の効果をあげる定員管理
をめざします。
　特別行政部門、公営企業等会計部門を含めた総数での職員数増を極
力抑えていく方針です。

・　定員適正化手法の概要
　機構・組織改革…行政改革大綱に沿い、行政需要に対応した組織・機

構改革を実施します。
　民間委託等………事務事業について、機が熟しているもの、民間の活

力、創意工夫を取り入れることにより、住民サービ
スの向上、コストの低減につながるものについては、
民間活力の導入、委託の推進を図ります。

貎注 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給
された平均額です。

期 末 手 当月 額区 分

（支給割合） 
　６　月　期　　1.60月分 
　12　月　期　　1.70月分 
　　　計　　　　3.30月分

743,000円町 長

給 料
588,000円助 役

577,000円収 入 役

514,000円教 育 長

270,000円議 長

報 酬 215,000円副 議 長

193,000円議 員

９．特別職等の給料・報酬等の状況

主な増減理由
対前年
増減数

職員数区 分

１６年度１５年度部 門

０22議 会

一　

般　

行　

政　

部　

門

管財係の新設、新市建設計画策定に伴う増４2925総 務

０77税 務

事務の縮小、欠員不補充△２5153民 生

０88衛 生

－－－労 働

０88農 林

０22商 工

雪シンポ開催終了に伴う減△１89土 木

１115114小 計

欠員不補充△１2526教 育特
別
行
政
部
門

－－－消 防

△１2526小 計

０22水 道公
営
企
業
等
会
計
部
門

０22下水道

欠員不補充△１1112その他

△１1516小 計

△１155156合 計

（単位：人）澆　部門別職員数の状況

平成１５年度の人件費の状況 平成１５年度の職員給与費の状況

歳出額歳出額
７８億８,６９５万１,０００円７８億８,６９５万１,０００円

給与費給与費
８億２,６０７万６,０００円８億２,６０７万６,０００円

人件費人件費
１１億７６０万３,０００円１１億７６０万３,０００円
（１４.１％）（１４.１％）

給 料給　料
５億４,４５２万５,０００円５億４,４５２万５,０００円
（６５.９％）（６５.９％）

期末・勤勉手当期末・勤勉手当
２億１,５８１万８,０００円２億１,５８１万８,０００円
（２６.１％）（２６.１％）

職員手当職員手当
６,５７３万３,０００円６,５７３万３,０００円
（８.０％）（８.０％）

平成１５年度平成１４年度平成１３年度平成１２年度平成１１年度平成１０年度
（基準年次）　区　分　

148148150153154153　計　画　

156153151154155153職員数

　

実

員　
32△3△12増 減

滷　職員数の推移（教育長を含む）
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平成１６年４月１日現在の越路町職員
の給与の実態をお知らせします。　

（参考）平成１４年度の 
人件費率

人件費率 
（Ｂ/Ａ）

人 件 費
（ Ｂ ）

実質収支
歳 出 額
（ Ａ ）

住民基本台帳人口 
（年度末）

％％千円千円千円平成１６年３月３１日現在

19.714.11,107,603293,5757,886,95114,4５９人

１．平成１５年度人件費の状況（普通会計決算）

貎注 人件費には､給料､職員手当（扶養手当､住居手当､通勤手当､時間外勤務手当､期末
手当､勤勉手当など）､退職手当組合及び共済組合負担金並びに特別職に支給され
る給料､報酬等が含まれています。

１ 人 当 た り 
給　与　費（Ｂ/Ａ）

給　　　与　　　費職員数 
（ Ａ ） 計（Ｂ）期末･勤勉手当職員手当給料

千円千円千円千円千円人

5,697826,076215,81865,733544,525145

２．平成１６年度職員給与費の状況（普通会計予算）

貎注 １．給与費は当初予算に計上された額です。
　２．職員手当には退職手当が含まれていません。

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
区 分

平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額

歳 
50.1

円 
275,782

円 
263,565

歳 
42.4

円 
339,484

円 
320,958

越路町

歳 
45.8

円 
　

円 
339,436

歳 
42.8

円 
　

円 
360,114

新潟県

３．職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

貎注 平均給与月額は平均給料月額に職員手当（期末手当、勤勉手当、寒冷地手当及び
退職手当を除く）を加えたものです。

一般行政職以外一般行政職合 計区 分

84人71人155人職 員 数 （ 決 算 ） 貎Ａ 

平成１5年度 18人17人35人
普通昇給期間(12～24月)を 
短縮して昇給した職員数貎Ｂ 

21.4％23.9％22.6％比　 率 貎Ｂ / 貎Ａ 

81人71人152人職 員 数 （ 決 算 ） 貎Ａ 

平成１4年度 16人17人33人
普通昇給期間(12～24月)を 
短縮して昇給した職員数貎Ｂ 

19.8％23.9％21.7％比　 率 貎Ｂ / 貎Ａ 

７．昇給期間短縮の状況

貎注 貎Ｂ の職員数には、退職時特別昇給を含みます。

国の制度 
との異同

内 容区 分

同じ

○配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　13,500円 
○配偶者以外の扶養親族２人まで　　　　各　6,000円 
○扶養親族でない配偶者を有する
　　　　　　　　　職員の扶養親族１人目　　6,500円 
　（配偶者のない職員は
　　　　　　　扶養親族のうち１人のみ　11,000円） 
○その他の扶養親族１人につき　　　　　　　5,000円 
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子 
　　　　　　　　　　　　　１人につき　5,000円加算

扶養手当

同じ

○借家・借間 
月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、
負担している家賃の額に応じて最高27,000円まで支給 
○持家居住者
新築・購入後５年間2,500円

住居手当

同じ 

○交通機関等利用者 
　負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで
支給 

○交通用具（自動車等）使用者 
　片道の使用距離に応じて2,000円（２袰以上５袰
未満）から最高24,500円（60袰以上）まで支給

通勤手当

８．職員手当の状況

計８ 級７ 級６ 級５ 級４ 級３ 級２ 級１ 級区 分

課 長 
事務局長

課 長 
事務局長 
総括参事

総括参事
参 事
係 長

係長･主査主 査主 事主 事主事補
代表的な 
職 名

人 
73

人 
4

人 
4

人 
36

人 
1

人 
3

人 
15

人 
8

人 
2

職 員 数

％ 
100

％ 
5.5

％ 
5.5

％ 
49.3

 ％ 
1.4

％ 
4.1

％ 
20.5

％ 
11.0

％ 
2.7

構 成 比

％ 
100

％ 
0

％ 
11.3

％ 
25.3

％ 
29.6

％ 
1.4

％ 
21.1

％ 
11.3

％ 
0

１年前の 
構 成 比

参
考

６．一般行政職の級別職員数の状況

貎注 越路町職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　（税務職・福祉職等除く）

高 校 卒大 学 卒

区 分 採用２年経過日 
給 料 額

初 任 給
採用２年経過日 
給 料 額

初 任 給

円 
148,500　

円 
138,800　

円 
184,400　

円 
170,700　越 路 町

円 
148,500　

円 
138,800　

円 
184,400　

円 
170,700　国

円 
152,757　

円 
141,867　

円 
188,298　

円 
175,626　新 潟 県

４．一般行政職の初任給の状況

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区 分

円 
（348,600）

円 
（301,300）

円 
（249，200）

大 学 卒

一般行政職
円 

（301,300）
円 

（242,800）
円

（213,300）
高 校 卒

円 
（248,700）

円 
（214,500）

円 
（189,000）

高 校 卒技能労務職

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

貎注 １．経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採用
後の年数をいい、採用前に民間企業勤務経験などがある場合にはその期間を換
算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

　２．（　）書きは経験年数に該当者がいないため、直近の年数に過不足の生じた
年数を調整し、記入したものです。
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俳　

句

水
環
俳
句
会

何か見つけたよ！何か見つけたよ！

運動会の入場門、ミッキー＆プーさんだよ！運動会の入場門、ミッキー＆プーさんだよ！

無
花
果
の
熟
れ
お
ほ
か
た
は
核
家
族

法
師
蝉
押
せ
ば
チ
ャ
イ
ム
は
庫
裡
で
鳴
る

揺
れ
ざ
ま
は
風
に
し
た
が
ふ
芒
原

喜
雨
の
き
て
石
も
歓
喜
の
相
に
満
つ

学
校
も
町
も
失
く
せ
り
遠
花
火

鷺
十
羽
魚
道
の
魚
の
捨
身
の
行

言
ひ
負
け
て
黙
っ
て
を
り
ぬ
秋
暑
し

辞
書
の
文
字
い
よ
い
よ
小
さ
し
秋
暑
し

七
七
忌
子
の
夏
帽
子
遺
り
け
り

子
を
ひ
と
り
鬼
籍
に
お
く
り
秋
彼
岸

長
居
客
つ
く
つ
く
法
師
誉
め
そ
や
し

綿
の
花
風
を
や
さ
し
く
や
り
過
ご
す

諍
ひ
て
朝
よ
り
無
口
大
根
蒔
く

誰
が
た
め
に
鬼
灯
束
ね
て
干
し
て
い
る

秋
暑
し
す
ぐ
そ
こ
と
い
ふ
遠
き
寺

病
み
し
友
烟
と
な
り
し
秋
の
空

生
る
る
と
は
斯
く
も
清
し
き
貝
割
菜

窓
に
寄
り
落
と
す
点
眼
涼
新
た

頂
上
を
見
せ
ず
に
消
ゆ
る
秋
の
虹

暴
れ
た
る
川
も
そ
れ
な
り
秋
の
水

法
師
蝉
経
の
息
継
ぐ
僧
ふ
た
り

つ
く
つ
く
法
師
膝
わ
ら
は
せ
て
山
下
る

若
林　
　

実

　
　

〃　
　

原　
　

克
己

　
　

〃　
　

米
山　

敏
保

　
　

〃　
　

若
井　

と
し

　
　

〃　
　

鳥
島　

久
子

　
　

〃　
　

佐
藤　

淑
子

　
　

〃　
　

若
林　

栄
作

　
　

〃　
　

米
山　

佳
子

　
　

〃　
　

米
山　

節
子

　
　

〃　
　

鳥
島　

久
夫

　
　

〃　
　

今
井　

雄
司

　
　

〃　
　

塚山保育園を紹介

どんぐりみーつけた。どんぐりみーつけた。

“お芋のつる”って長いね～。“お芋のつる”って長いね～。

これからこれから
ごちそう作るのよ　ごちそう作るのよ雖

お母さんのお弁当、おいしいなぁ。お母さんのお弁当、おいしいなぁ。
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体育館内を仕切って作られた１．２学年用教室

　

震
災
後
２
週
間
が
過
ぎ
た　

月
８
日
豺
か

１１

ら
町
内
の
小
中
学
校
が
授
業
を
再
開
し
ま
し

た
。
校
舎
が
大
き
く
破
損
し
、
仮
校
舎
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
越
路
中
学
校
で
も
、
登

校
し
て
き
た
子
供
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
勝
治
校
長
先
生
は
、
正
面
玄
関
前
に

集
ま
っ
た
全
校
生
徒
へ
「（
こ
の
震
災
で
）
町

や
大
人
が
自
分
た
ち
に
何
を
し
て
く
れ
る
か

じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
が
、
家
族
や
地
域
、
仲

間
に
何
を
し
て
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な

が
ら
、
み
ん
な
で
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
ス

タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」

と
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
の
後
、
１
・
２

学
年
は
体
育
館
内
に
、
３
年
生
は
町
民
体
育

館
前
に
作
ら
れ
た
仮
校
舎
へ
入
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
か
ら
元
気
な
声
が
響

い
て
き
ま
し
た
。

援
を
受
け
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
感
謝
状
な
ら
び
に
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

町
か
ら
は
米
山
会
長
な
ら
び
に
小

杉
名
誉
会
長
に
町
長
よ
り
感
謝
状
、

記
念
品
の
贈
呈
が
併
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
小
杉

真
貴
子
さ
ん
に
よ
る
民
謡
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
会
場
は
艶
の
あ
る
歌

声
と
節
回
し
に
魅
了
さ
れ
、
語
り

で
は
越
路
弁
を
交
え
る
な
ど
笑
い

あ
り
の
楽
し
い
シ
ョ
ー
で
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
協
賛
企
業
に
よ
る

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
や
物
産

の
即
売
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
の
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
昔
の
思
い

　

９
月　

日
豢
東
京
全
日
空
ホ
テ

２０

ル
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
越
路
会

の
創
立　

周
年
記
念
秋
ま
つ
り
が

１０

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
小
杉
真
貴
子
名
誉
会
長
、
三
波

豊
和
さ
ん
を
は
じ
め
首
都
圏
在
住

の
会
員
の
方
々
な
ど
、
町
か
ら
は

町
長
、
議
長
な
ら
び
に
町
議
員
、

区
長
そ
し
て
、
こ
の
た
び
は
町
民

約　

名
の
皆
様
を
含
め
昨
年
の
倍

４０
と
な
る
総
勢
４
０
０
名
の
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

席
上
、
ふ
る
さ
と
越
路
会
が
創

立
し
て　

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

１０

り
大
野
町
長
、
水
島
前
町
長
は
じ

め
協
賛
企
業
、
郷
土
芸
能
団
体
等

の
皆
様
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
ご
支

　

９
月　

日
豢
創
立　

周
年
記
念

２０

１０

秋
ま
つ
り
の
会
場
で
ふ
る
さ
と
越

路
会
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
皆
様
が

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
た

め
に
と
出
席
者
の
皆
様
に
洗
剤
の

い
ら
な
い
手
作
り
タ
ワ
シ
を
進
呈

し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し

た
。寄
付
金
１
０
１
、６
８
５
円
は

当
日
会
場
で
、
米
山
会
長
よ
り
町

長
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

出
や
故
郷
の
様
子
な
ど
話
が
弾
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　

来
年
４
月
１
日
に
６
市
町
村
が

合
併
し
て
新
・
長
岡
市
と
な
る
た

め
越
路
町
と
し
て
は
最
後
の
秋
ま

つ
り
と
な
り
ま
す
が
来
年
以
降
も
、

こ
の
催
し
を
お
こ
な
っ
て
行
く
と

の
約
束
の
挨
拶
が
な
さ
れ
次
回
の

再
会
を
楽
し
み
に
し
故
郷
の
お
土

産
を
手
に
散
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
豸
〜　

日
豢
、
会
員

１０

１０

１１

な
ど
一
行　

名
の
皆
様
が
創
立　

３３

１０

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

こ
し
じ
秋
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
ふ

る
さ
と
越
路
町
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

日
の
こ
し
じ
秋
ま
つ
り
会
場

１０
で
は
ス
テ
ー
ジ
上
で
皆
様
の
紹
介

が
あ
り
米
山
会
長
が
代
表
し
て
挨

拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
出
店
廻

り
や
も
ち
ま
き
な
ど
を
楽
し
ん
だ

後
、
バ
ス
に
て
町
内
周
遊
そ
し
て

会
場
を
別
に
し
て
町
長
、
議
長
は

じ
め
町
関
係
者
と
の
交
流
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

翌　

日
は
、
三
波
春
夫
顕
彰
碑

１１

公
園
に
お
い
て
町
長
、
議
長
な
ど

町
関
係
者
か
ら
も
出
席
を
い
た
だ

き
参
加
者
全
員
と
一
緒
に
三
波
春

夫
銅
像
隣
に
桜
の
記
念
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
地
区
住
民
の

皆
様
か
ら
も
大
勢
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
越
路
会
の
方
々

も
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
越
路
会　

創
立　

周
１０

年
記
念
ふ
る
さ
と
訪
問
バ
ス
ツ

ア
ー
・
記
念
植
樹

ふ
る
さ
と
越
路
会　

レ
デ
ィ
ー

ス
部
会
の
皆
様
よ
り
越
路
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
金
が
贈

ら
れ
る

町
内
小
中
学
校
で
授
業
が
再
開

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
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�
�
�
�
�
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��
小杉真貴子民謡ショー

お楽しみ抽選会

桜記念植樹
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スポ少県大会初優勝の男子チーム

スポーツ少年団新潟県小学生バレーボール大会　初の男子優勝・女子準優勝

　９月２６日豸に小千谷市総合体育館において、スポーツ少年団の総合体育大会新潟県小学生バレー
ボール大会が開催されました。越路ＪＶＣの男子・女子は、共に中越地区の１位代表として出場し、
男子が初優勝！女子も準優勝と今までで最高の成績をあげました。
　また、女子については、１０月１０日豸に柿崎町ドームで開催された、柿崎ライオンズクラブ杯（富山
県や新潟県のトップチームが参加する大会）の決勝戦において、スポ少県大会優勝チームと対戦し、
２セット連取で県大会での借りを返す大金星で優勝を飾りました。

柿崎ライオンズクラブ杯優勝の女子チーム

���������������	�

　去る１０月９日貍、阿賀野市水原総合体育館にて男女学年別による北信越小学生団体対抗バドミント
ン大会が開催されました。北信越大会への参加資格である新潟県上位２チームをかけ、気迫のこもっ
た熱い戦いが繰り広げられる中、男女ともに準優勝を果たし、平成１７年３月６日豸に富山県で開催さ
れる北信越大会への出場切符を手にしました。

北信越アベック出場

　このたびの震災により、町内の体育施設等に多数の被害が発生しております。復旧に向けて努力し
ておりますが、国庫負担金（補助金）の手続き上、町が勝手に復旧できない施設があります。しばら
くご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いいたします。

・団体戦５年生男子
　池田渉　　番場巽己
　小森智貴　永井剛史
　高橋育也　本田朋也
　細川宗雄　内藤智仁

・団体戦５年生女子
　青柳美紀　山本花恋
　西脇有菜　米山優紀
　小池史織　高橋彩香
　水倉綾美　細川葵

体育施設のご利用について
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。

◎幸齢者教室（中央学習会）
　１２月９日貅閉講式　 会場：越路町商工会館
◎るんるん親子教室
　１２月２２日貉　　　　 会場：越路町福祉センター
◎いきいきレディース講座
　１２月１５日貉　　　　 会場：越路町福祉センター
◎秋季古文書解読講座
　１２月１、８、１５日貉　会場：越路町福祉センター

１2月の行事
◎英会話教室（Ｊr低学年・高学年）
　１２月１、８、２２日貉　会場：越路町福祉センター
◎英会話教室（ビギナー、プレインターメディエ

イト、インターメディエイト）
　１２月１、８、１５、２２日貉
　　　　　　　　　　 会場：越路町福祉センター
◎英会話教室（シニア）
　１２月２、９、１６日貅　会場：越路町福祉センター
◎コーラス教室
　１２月１、１５日貉　　　会場：越路町福祉センター

■わんぱく押し花教室　１０月１６日貍

　５月から始まった押し花教室も今回で最終回となりました。
　最後は今まで培ってきたデザイン力を総決算し押し花絵を作りました。押し花を使って花束をデザイン
し、額に入れて完成です。小さいながらもその額の中にはいろとりどりの花がちりばめられ、個性溢れる
すてきな花束がたくさん出来上がりました。みんな完成したその作品を眺めながら、とても満足している
様子でした。
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どういう風にしようかなぁ。今日は押し花絵を作ります。 完成邇みんなそろって記念撮影。
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　皆様のお宅には、貴重な歴史資料が所蔵されている場合があり、震災による非常時ではありますが、その

取り扱いについて御留意頂くようお願いいたします。

　特に、

　　　　●和紙に墨で書かれた帳面や書類（古文書類）

　　　　●明治～昭和にかけての写真・アルバム・記録類

　については、お手数ですが、廃棄せずに、雨などの当らない場所に保管して頂くようお願いいたします。

　また、被災した家屋や蔵などの解体・修理に伴い、やむを得ず廃棄を予定されている場合は、下記まで御

連絡下さい。

　　　　　　越路町教育委員会　TEL：９２－５９１０　e-mail：kyouiku@town.koshiji.niigata.jp


